
 
消 防危第 114 号 
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各都道府県消防防災主管部長 殿 

 
 
 

消防庁危険物保安室長 
 

都市ガス・液化石油ガス及び毒劇物等による事故状況について 
 

都市ガス・液化石油ガス及び毒劇物等による事故（以下「ガス事故等」という。）の

防止については、日頃から御配慮願っているところです。 
この度、例年調査をお願いしている標記の件について、平成 20 年中の調査結果を別

添資料のとおり取りまとめましたので送付します。 
本調査結果によるガス事故等の状況を十分に考慮し、今後ともガス事故等の防止に御

配慮願います。 
なお、貴都道府県内の市町村に対してもこの旨連絡されるようお願いします。 
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平成 20 年中の都市ガス及び液化石油ガスによる事故の概要 

 

１ 事故の発生状況 

 (1) 事故の発生件数 

  発生件数は前年に比べ増加                             

 平成 20 年中に発生した都市ガス及び液化石油ガスの漏えい事故又は爆発・火災事

故のうち消防機関が出場したもの（以下「ガス事故」という。）の件数は、第１表の

とおりである。 

 ガス事故の総件数は 1,130 件で、前年の事故件数と比べ 11 件(1.0%)の増加となっ

ている。 

 ガスの種別ごとの事故件数をみると、都市ガスによるものが 743 件で前年に比べ 57

件(8.3%)の増加、液化石油ガスによるものが 387 件で前年に比べ 46 件(10.6%)の減少

となっている。 

  また、ガス事故発生件数の推移は、第１図のとおりである。液化石油ガスによるも

のは、減少傾向を示しているが、都市ガスによるものは、平成 18 年を境に増加傾向

に転じている。 

 

注）この資料中に掲載している比率について、四捨五入による端数処理の結果、数値が一致しない

場合がある。 

第１表 平成 20 年中のガス事故発生件数  
平成20年 平成19年 増　減 増減率

(ｲ)-(ﾛ) (ﾊ)/(ﾛ)×100
(ｲ) (ﾛ) (ﾊ) (％)

件　　　　　数 1,130 1,119 11 1.0

都 市 ガ ス 743 686 57 8.3

液 化 石 油 ガ ス 387 433 △ 46 △ 10.6

　　　　　　年・増減

区分

 
     

第１図 ガス事故発生件数の推移（最近の５年間）  
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  漏えい事故は、約８割 

ガス事故の態様別発生件数は、第２図のとおりであり、漏えい事故が 920 件（81.4%）、

爆発・火災事故が 210 件（18.6%）である。 

ガスの種別ごとにみると、都市ガスの事故は 743 件（65.8%）で、そのうち漏えい事故

が 683 件（60.5%）、爆発・火災事故が 60 件（5.3%）である。また、液化石油ガスの事

故は 387 件（34.2%）で、そのうち漏えい事故が 237 件（20.9%）、爆発・火災事故が 150

件（13.3%）である。 

態様別の発生状況の推移は、第２表のとおりである。ガス事故全体に占める漏えい事

故は約８割で、残りの約２割が爆発・火災事故であり、過去５年間ほぼ同様の傾向を示

している。 

  ガスの種別ごとにみると、都市ガスでは漏えい事故が約９割を占めているのに対し、

液化石油ガスでは漏えい事故が約６割で、残りの約４割が爆発・火災事故である。 

 

第２図  ガス事故の態様別発生件数(平成 20 年中)  

 
          

   
 第２表 態様別の発生状況の推移（最近の５年間）  

　

659 76 366 200 1,025 276
89.7 10.3 64.7 35.7 78.8 21.2
550 71 348 165 898 236

88.6 11.4 67.8 32.2 79.2 20.8
538 68 311 145 849 213

88.8 11.2 68.2 31.9 80.0 20.0
612 74 283 150 895 224

89.2 10.8 65.4 34.6 80.0 20.0
683 60 237 150 920 210

91.9 8.1 61.2 38.8 81.4 18.6
注）　各欄の上段は件数、下段は構成比(％)を示す。

平成16年

平成17年

平成18年

平成19年

平成20年

都　市　ガ　ス 液化石油ガス 計
漏えい 爆発・火災 漏えい 爆発・火災 漏えい 爆発・火災

　　 区分
年
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(2) 事故の発生場所別件数 

  ガス事故の約８割が消費先で発生し、そのうちの約７割は住宅で発生 

 ガス事故の発生場所別件数は、第３図のとおりである。消費先におけるものが 903

件（79.9%）、ガス導管におけるものが 212 件（18.8%）となっている。 

 ガスの種別ごとにみると、都市ガスでは消費先におけるものが 558 件（75.1%）、ガ

ス導管におけるものが 185 件（24.9%）であるのに対し、液化石油ガスでは消費先に

おけるものが 345 件（89.1%）、ガス導管におけるものが 27 件（7.0%）、容器による運

搬中のものが８件（2.1%）である。 

   また、消費先における事故 903 件のうち、623 件（55.1%）は住宅において発生して

いる。  
 

第３図 ガス事故の発生場所別件数（平成 20 年中）  
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(3)  消費先における事故の発生原因別件数 

  消費者に係る原因が約５割 

   消費先におけるガス事故の発生原因は、第４図のとおりで、消費者に係るものが 490

件（54.3%）と約半数を占めている。ガスの種別ごとにみると､発生原因は、消費者に

係るものが都市ガスでは 558 件中 330 件（59.1%）と約６割を占め、液化石油ガスでは

345 件中 160 件（46.4%）と約半数を占めている。 

 
第４図 消費先におけるガス事故の発生原因別件数（平成 20 年中）  
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依然多い消費者の不注意による事故 

 消費先における発生原因別発生状況の推移は、第３表のとおりである。平成 20 年は前年

と比べると総件数は 83 件の増加となった。 

 消費者に係る原因のうち不注意によるものの占める割合は、消費先における事故全体の

48.3%と約半数を占めており、近年この傾向は変わっていない。     

     

     第３表 消費先における発生原因別発生状況の推移（最近の５年間）  

消費者に係る原因

そ の 他 計

平 成 16 年 505 428 123 339 967
( 52.2 ) ( 44.3 ) ( 12.7 ) ( 35.1 ) ( 100.0 )

平 成 17 年 458 393 106 306 870

( 52.6 ) ( 45.2 ) ( 12.2 ) ( 35.2 ) ( 100.0 )

平 成 18 年 427 353 125 253 805
( 53.0 ) ( 43.9 ) ( 15.5 ) ( 31.5 ) ( 100.0 )

平 成 19 年 423 361 122 275 820
( 51.6 ) ( 44.0 ) ( 14.9 ) ( 33.5 ) ( 100.0 )

平 成 20 年 490 436 121 292 903
( 54.3 ) ( 48.3 ) ( 13.4 ) ( 32.3 ) ( 100.0 )

注）１　消費者に係る原因のうち「不注意によるもの」とは、コック

 　　 の誤操作・火の立ち消え等による生ガスの放出、 器具・ホース

  　  の取扱い、管理不良によるもので、内数である。
    ２　各欄の（　）内の数値は構成比（％）を示す。

　　 原因

年

ガス事業者
・工事業者
に係る原因

不注意によ
るもの
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２ ガス事故による死傷者 

 平成 20 年中に発生したガス事故による死傷者数は、第４表のとおりである。  

 ガス事故による死者は 10 人で前年に比べ３人（23.1％）の減少、負傷者は 188 人で前

年に比べ 11 人(5.5%)の減少となっている。 

 ガスの種別ごとにみると、死者は、都市ガスによるものが４人で前年に比べ３人

(42.9％)の減少、液化石油ガスによるものが６人で前年と同数となっている。負傷者は、

都市ガスによるものが 64 人で前年に比べ 7 人(9.9%)の減少、液化石油ガスによるものが

124 人で前年に比べ４人(5.9%)の減少となっている。 

また、死傷者数の推移は、第５図のとおりである。 

 

第４表 平成 20 年中のガス事故による死傷者数  
平成20年 平成19年 増  減 増  減  率

(ｲ)－(ﾛ) (ﾊ)/(ﾛ)×100

(ｲ) (ﾛ) (ﾊ) (％)

都 市 ガ ス 4 7 △ 3 △ 42.9

死 者 数 液化石油ガス 6 6 0 0.0

計 10 13 △ 3 △ 23.1

都 市 ガ ス 64 71 △ 7 △ 9.9

負 傷 者 数 液化石油ガス 124 128 △ 4 △ 3.1

計 188 199 △ 11 △ 5.5

　　　　　　年・増減

区　分

 
 

 

 第５図 死傷者数の推移（最近の５年間）  
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   態様別死傷者数は、第６図のとおりである。死者数では、漏えい事故によるものが 10

人中５人（50.0%）、爆発・火災事故によるものが５人（50.0%）となっている。また、

負傷者数では漏えい事故によるものが 188 人中 56 人（29.8%）、爆発･火災事故によるも

のが 132 人（70.2%）となっている。 

 
第６図 態様別死傷者数（平成 20 年中）  
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３ 自損行為によるガス事故 

  死者の７割は自損行為 

 ガス事故のうち、自損行為に起因する事故は第７図のとおりである。件数は 44 件

（3.9%）で、これらの事故による死者は７人（70.0%）、負傷者は 32 人（17.0%）となっ

ている。 

 

第７図 ガス事故のうち自損行為に起因する件数及び死傷者数（平成 20 年中）  
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平成 20 年中の毒劇物等による事故の概要  
 

１ 毒劇物等による事故の発生状況 

(1) 事故の発生件数 

発生件数は前年に比べ増加 

 平成 20 年中に発生した毒劇物等(毒物及び劇物取締法第２条に規定されている物質

並びに一般高圧ガス保安規則第２条に定める毒性ガス)による事故で消防機関が出場

したもの（自損行為に起因するものを除く。）の件数は、第５表のとおりである。 

 事故件数は 122 件で、前年に比べ 31 件(34.1%)の増加となっている。また死者は 3

人で前年に比べ 3 人の増加、負傷者は 131 人で前年に比べ 39 人(42.4)の増加となっ

ている。 

第５表 平成 20 年中の毒劇物等による事故発生件数  

平成20年 平成19年 増　減 増減率
(ｲ)-(ﾛ) (ﾊ)/(ﾛ)×100

(ｲ) (ﾛ) (ﾊ) (％)
事故件数（件） 122 91 31 34.1

火  災 7 4 3 75.0
漏えい 53 56 △ 3 △ 5.4
その他 62 31 31 100.0

死傷者数（人） 134 92 42 45.7
死  者 3 0 3 皆増
負傷者 131 92 39 42.4

　　　　　　　　年・増減

区　分

 
 

(2) 毒劇物等による事故の内訳 

 平成 20 年中の毒劇物等による事故の内訳は、第８図のとおりである。 

アンモニアによる事故が 21 件（17.2%）で最も多く、次いで、一酸化炭素による事

故が 20 件（16.4%）、塩素による事故が 18 件(14.7%)、硫化水素による事故が 13 件

(10.7%)の順となっている。 

 
第８図 毒劇物等による事故の内訳（平成 20 年中）  
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２ 圧縮アセチレンガス等消防機関に届出を要する物質による火災の状況 

 (1) 火災の発生件数 

   発生件数は前年に比べ減少 

 平成 20 年中に発生した圧縮アセチレンガス等届出物質（消防法第９条の３に定め

られる物質）による火災の発生件数は、第６表のとおりである。 

   火災の発生件数は 61 件で、前年に比べ３件(4.7%)の減少となっている。また、死者

は３人で前年に比べ３人の増加、負傷者は 31 人で前年に比べ１人(3.1%)の減少となっ

ている。 

 
第６表 平成 20 年中の圧縮アセチレンガス等届出物質による火災の内訳  

平成20年 平成19年 増　減 増減率
(ｲ)-(ﾛ) (ﾊ)/(ﾛ)×100

(ｲ) (ﾛ) (ﾊ) (％)
火災件数（件） 61 64 △ 3 △ 4.7
死　　者（人） 3 0 3 皆増
負 傷 者（人） 31 32 △ 1 △ 3.1

　　　年・増減

区分

 
 

(2)  圧縮アセチレンガス等届出物質による火災の内訳                   
   平成 20 年中の圧縮アセチレンガス等届出物質による火災の内訳は、第９図のとおり

である。液化石油ガスによる火災が 39 件(64.0%)で最も多く、次いで、圧縮アセチレ

ンガスによる火災が 16 件(26.2%)、生石灰、劇物による火災がそれぞれ３件(4.9%)の

順となっている。 

 
第９図 圧縮アセチレンガス等届出物質による火災の内訳（平成 20 年中） 
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別表１ 

                  ガス事故件数及び死傷者数（全国）  

 
（平成 20 年１月１日～12 月 31 日） 

ガス種別　

簡　　易　　ガ　　ス

 事故の態様 件　数 死　者 負傷者 件　数 死　者 負傷者 件　数 死　者 負傷者 件　数 死　者 負傷者

60 2 30 2 0 2 150 3 102 210 5 132

( 5 ) ( 1 ) ( 7 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 7 ) ( 1 ) ( 4 ) ( 12 ) ( 2 ) ( 11 )

1 0 2 0 0 0 21 0 23 22 0 25

( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 1 ) ( 0 ) ( 1 ) ( 1 ) ( 0 ) ( 1 )

683 2 34 9 0 2 237 3 22 920 5 56

( 13 ) ( 2 ) ( 9 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 19 ) ( 3 ) ( 12 ) ( 32 ) ( 5 ) ( 21 )

743 4 64 11 0 4 387 6 124 1,130 10 188

( 18 ) ( 3 ) ( 16 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 26 ) ( 4 ) ( 16 ) ( 44 ) ( 7 ) ( 32 )

爆 発 ・ 火 災 事 故

爆 発 の み に

留まったもの

漏 え い 事 故

計

都 市 ガ ス 液 化 石 油 ガ ス 計

 
注）この表は都市ガス及び液化石油ガスに係る爆発・火災事故並びに漏えい事故で消防機関が出場し

たもの（以下「ガス事故」という。）の件数及び死傷者数について調査したもので、その記載は次

による。  

 １ ガス事故の態様の別は以下による。  

  (1) 爆発・火災事故：都市ガス又は液化石油ガスが着火物となって生じた爆発・火災をいう。  

    なお、爆発のみで留まったものについては該当欄に再掲した。  

   (2)  漏えい事故：人的損害を生じ、又はそのまま放置すれば爆発・火災若しくは人的損害を生じ

るおそれがある都市ガス又は液化石油ガスの漏えいであって、消防機関が出場したもののうち､

(1)に該当しないものをいう。  

  ２ 都市ガスとはガス事業法第３条又は第 37 条の２の許可を受けたガス事業者によって供給され

るガスをいい、簡易ガスとはガス事業法第 37 条の２の許可を受けたガス事業者によって供給さ

れるガスをいう。  

 ３ 死者の欄には、爆発・火災事故は 48 時間以内、漏えい事故は初診時において死亡が確認され

た者の数を記載した。  

４ 自損行為に起因する事故については各欄の（ ）内にその数を再掲した。  
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別表２ 

                ガス事故発生場所別被害状況調（全国）  

 

（平成 20 年１月１日～12 月 31 日） 

発生場所 ガス製造 容 器 に 消 　　 　 　  　 　 費  　 　 　 　 　 　 先

施 　　 設 ガス導管 よる運搬 住 宅 旅 館 飲 食店 学 校 工 場 その他の 小 計 計

 ガス種別 共同住宅 病 院 事 業 所

0 185 0 432 223 0 80 4 6 36 558 743

( 0 ) ( 5 ) ( 0 ) ( 44 ) ( 19 ) ( 0 ) ( 2 ) ( 1 ) ( 1 ) ( 7 ) ( 55 ) ( 60 )

0 0 0 4 4 0 0 0 0 0 4 4

( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 2 ) ( 2 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 2 ) ( 2 )

0 4 0 33 25 0 11 5 2 9 60 64

( 0 ) ( 3 ) ( 0 ) ( 22 ) ( 16 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 2 ) ( 3 ) ( 27 ) ( 30 )

7 27 8 191 87 3 49 5 21 76 345 387

( 0 ) ( 0 ) ( 2 ) ( 64 ) ( 19 ) ( 1 ) ( 23 ) ( 5 ) ( 14 ) ( 41 ) ( 148 ) ( 150 )

0 0 0 6 3 0 0 0 0 0 6 6

( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 3 ) ( 2 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 3 ) ( 3 )

0 3 4 55 24 1 23 2 10 26 117 124

( 0 ) ( 0 ) ( 2 ) ( 41 ) ( 16 ) ( 1 ) ( 23 ) ( 2 ) ( 10 ) ( 23 ) ( 100 ) ( 102 )

都

市

ガ

ス

液
化
石
油
ガ
ス

件 数

死 者

負 傷 者

件 数

死 者

負 傷 者

 

注）この表は、ガス事故の発生場所別の被害状況を調査したもので、その記載については、別表１の

注１及び注２によるほか、次による。  

 １ ガス製造施設の欄には、ガス事業者の敷地内にある施設又は液化石油ガスの製造業者若しくは

販売業者の敷地内にある施設における事故について記載した。  

 ２ ガス導管の欄には、都市ガスにおけるガス導管又は液化石油ガスにおける供給管（道路等第三

者の敷地内に設置されているもののみ。）のうち消費先の建物内を除く部分で発生した事故につ

いて記載した。  

 ３ 容器による運搬の欄には、液化石油ガスを容器により運搬中に発生した事故について記載した。 

 ４ 消費先の欄には、都市ガスにあっては消費先の建物内のガス導管からガス器具までの部分、液

化石油ガスにあっては、消費先のガスボンベからガス器具までの部分（道路等第三者の敷地内に

設置されている供給管の部分を除く。）において発生した事故について、それぞれ該当する区分

の欄に記載した。  

 ５ 表中各欄の（ ）内には、爆発・火災に係る被害について再掲した。  
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別表３ 

           消費先におけるガス事故発生原因別件数（全国）  

 

                                           （平成 20 年１月１日～12 月 31 日） 

　 　 　 　 　 　 ガ ス 種  別  
都市ガス 計

 事 故 原 因 の 別

ガ 15 0 6 21

ス ( 2 ) ( 0 ) ( 3 ) ( 5 )

事 47 2 51 98

業 ( 8 ) ( 1 ) ( 9 ) ( 17 )

者 0 0 2 2

等 ( 0 ) ( 0 ) ( 2 ) ( 2 )

消 81 1 41 122

費 ( 14 ) ( 0 ) ( 33 ) ( 47 )

者 226 2 88 314

に ( 19 ) ( 1 ) ( 49 ) ( 68 )

係 5 0 5 10

る ( 2 ) ( 0 ) ( 4 ) ( 6 )

原 18 0 26 44

因 ( 4 ) ( 0 ) ( 6 ) ( 10 )

2 1 7 9

( 0 ) ( 0 ) ( 2 ) ( 2 )

164 2 119 283

( 6 ) ( 0 ) ( 40 ) ( 46 )

558 8 345 903

( 55 ) ( 2 ) ( 148 ) ( 203 )

器具・ホースの取扱い、

管理不良によるもの

ガス器具の欠陥によるもの

工事不良・維持管理不良

によるもの

ガス漏えい発見後の不適切

な処理によるもの

コックの誤操作・火の立ち消え等によ

る生ガスの放出によるもの

自損行為によるもの

いたずら等故意によるもの

不明・その他

ガス漏えい発見後の不適

切な処理によるもの

液化石油

ガ ス

計

簡易ガス

そ
の
他

 

注）この表は、消費先（別表２の注４による）におけるガス事故の主要原因と考えられるも  
 のについて、その件数を調査したもので、記載に当たっては、別表１の注１及び注２によ  

るほか次による。  

 １ 原因が重複して考えられるものは主たるものについてのみ計上した。  

 ２ 表中各欄の（ ）内には、爆発・火災による件数を再掲した。  
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別表３－２ 

           ガス器具の欠陥による消費先における主なガス事故の概要 

 

                       （平成 20 年 1 月 1 日～12 月 31 日） 

発生月日 都道府県 事　故　の　原　因　及　び　概　要

10月8日 東京都 ガスレンジ内部でガス漏れし、引火したもの。

11月19日 千葉県
給湯器内のガバナのダイヤフラムに亀裂が生じ、亀裂から漏れたガスがバーナー内に進
入し出火したもの。

11月19日 千葉県 同上

 
 
 
 
別表４  

死者の発生した主なガス事故の概要  

 
（平成 20 年 1 月 1 日～12 月 31 日）  

　月日 場　所 態　様 ガス種別 死 者 数 負傷者数 　　　　概　　要　　・　　原　　因

1月2日 福岡県 爆発 都市ガス １ 1
共同住宅の一室でガスが漏えいし、何らかの火
源に引火し爆発したもの。

2月16日 愛知県 火災 液化石油ガス 1 1

蛍光灯のスイッチ不良を直すため、スイッチ部
分に潤滑剤をかけたことで、噴射剤として使用
されているLPガスが、スイッチ操作時の火花、
もしくは器具の高熱部分に触れたことにより発
火し、蛍光灯の樹脂部分に延焼して火災となっ
たもの。

6月16日 岐阜県 爆発 液化石油ガス １ ０
漏れたプロパンガスに着火し、爆発に至ったも
の。発火源及び経過は不明。  
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別表５  
 

消防機関に届出を要する物質（圧縮アセチレンガス等）に係る火災状況 

 

                                            （平成 20 年１月１日～12 月 31 日） 

物質の区分 

 発生件数等

件　     　数 16 0 39 3 0 3 61

死　    　者 0 0 3 0 0 0 3

消防活動従事者 0 0 0 0 0 0 0

負   傷   者 3 0 26 0 0 2 31

消防活動従事者 0 0 0 0 0 0 0

圧縮アセ

チ レ ン

ガ ス

無水硫酸
液化石油

ガ ス 生石灰 計
政令別表

第１に定

める毒物

政令別表

第２に定

める劇物

 
注）この表は、消防法第９条の３の規定により、貯蔵又は取扱いに際して、あらかじめ消防長又は消

防署長に届け出ることを要する物質（消防法第９条の３ただし書きの物質も含む。）に係る火災（爆

発のみに留まったものを含む。）について調査したもので、その記載については次によった。  

１ 自損行為に起因するものを含めた。  

２ 死者及び負傷者のうち、消防職員及び消防団員については、消防活動従事者の欄に再掲した。 

３ 死者の欄には、爆発・火災事故で 48 時間以内に死亡が確認された者の数を記載した。  
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平成 20 年中の毒劇物等の事故状況  

 

（平成 20 年１月１日～12 月 31 日）  

事故の区分 死 者 数 負傷者数

火災 漏えい その他 従事者 従事者

1月9日 東京都 シアン化ナトリウム ○ 0 0 0 0
工場においてメッキ製品の洗浄水をタンクロ－リ－に移す
作業中、オ－バ－フロ－によりアルカリ性シアン系再生廃
液(100ℓ)が流出したもの。

1月9日 神奈川県 一酸化炭素 ○ 0 0 8 0
アスベスト除去作業において、集塵機の電源を取るために
携帯発電機を稼働させ作業を行っていたところ、発電機の
排気ガスが建物内に溜まり負傷者が発生したもの。

1月20日 京都府 一酸化炭素 ○ 0 0 0 0
店舗においてタンドリーで木炭を点火したため一酸化炭素
が発生し，ガス漏れ警報器が感知したもの。

1月24日 山口県 アンモニア ○ 0 0 1 0

配管（アンモニアガス配管を含む）の塗装工事の前準備と
して、ケレン（錆落とし）作業を行っていたところ、突然
アンモニアガスが噴出し、作業を行っていた1名がアンモニ
アガスを吸引したもの。

1月26日 岡山県 過酸化ナトリウム ○ 0 0 0 0
ゴミ箱内に捨てられたキムワイプ（拭き取り紙）に付着し
ていた少量の過酸化ナトリウムが空気中の湿気と反応して
発熱し、ゴミ箱内のゴミ屑に着火したもの。

2月9日 埼玉県
苛性ソーダ

（水酸化ナトリウム）
○ 0 0 1 0

お菓子製造工場内で、フライヤーを洗浄中誤って左眼に苛
性ソーダが入ったもの。

2月11日 東京都 過酸化水素 ○ 0 0 0 0

土壌改良工事現場において土壌浄化剤として使用した過酸
化水素液2,200ℓを20ℓポリ容器に詰め替え、野積みにしてい
たところ2缶が何らかの原因により化学変化を起こし、容器
が破裂したもの。

2月12日 茨城県 アンモニア ○ 0 0 0 0
水産加工場内，冷蔵庫用低圧受液器のオイル補充中，開閉
バルブが破損し，アンモニアが漏えいしたもの。

2月19日 東京都 一酸化炭素 ○ 0 0 1 0 焼肉店において女性1名が一酸化炭素中毒になったもの。

2月27日 京都府 濃硫酸 ○ 0 0 2 0

高等学校の理科準備室に置かれていたデシケーター内の底
部に乾燥材として入れたあった濃硫酸と底板上に乾燥する
目的でビーカー内に保存してあった硝酸カリウム、有機物
（炭等）が解体作業中に何らかの原因で転倒し混合、化学
反応をおこし爆発したと推定する。これにより、作業員2名
が負傷する。

3月1日 兵庫県 塩素 ○ 0 0 0 0

浄水場改築に伴い、工事現場の地盤面下を重機で掘削中、
埋設されていた塩素ガスボンベ（埋設時期及び埋設理由等
不明）から塩素ガスが流出したもの（流出量不明）。その
後、事故関係者によりボンベ撤去及び周囲に拡散したおそ
れのある塩素の中和作業を実施したもの。

3月6日 愛知県
ＣＯＧ

（一酸化炭素
約6%含有）

○ 0 0 3 0

塩酸回収設備焙焼炉用ＣＯＧ配管更新工事終了後、操業立
上準備作業中に、焙焼炉内で爆発が発生し、炉上部の天板
が爆発で吹き飛び、地上で作業していた作業員3名が負傷
し、また、落下する過程で周囲の設備等を破損したもの。
操業立上作業のうち、パイロットバーナーの点火テストを
ＣＯＧを使用して実施したのち、閉止すべきバルブが微開
状態であったため、炉内部にＣＯＧが流入した。その後、
炉内部のガスを抜くために排ガスブロアーを起動し、同時
に炉と接続する配管の補修のために溶接作業を実施してい
た。このことから、排ガスブロアーを起動したことにより
炉内及び配管内が負圧となって溶接火花が炉内に吸引さ
れ、炉内部において爆発範囲内にあったＣＯＧに引火し、
爆発したものと推定。

3月10日 茨城県 苛性ソーダ水溶液 ○ 0 0 0 0

25％苛性ソーダ水溶液受入ポンプのバルブ交換及び25％苛
性ソーダ水溶液送液ポンプの腐食ボルト交換作業を実施
中、液抜きを行っていない側のフランジ部ボルトを切断し
たため、25％苛性ソーダ水溶液がフランジ部より漏えいし
たもの。なお、漏えい飛散した際に従業員5名中、4名が被
液し、内1名が病院で診察を受けたもの。

3月14日 東京都 一酸化炭素 ○ 0 0 1 0
地下1階ピット室に滞水している水を屋外に排水作業中、作
業員が気分が悪くなったもの。

3月24日 山口県 硫酸 ○ 0 0 1 0
配管に樹脂を塗る作業中に誤って50%硫酸噴出バルブに接
触。ゴーグルを着装していたが隙間から1～2秒程度目に飛
散し受傷したもの。

3月27日 神奈川県 一酸化炭素 ○ 0 0 2 0
ガスオーブンを使用中にオーブンが不完全燃焼をおこした
もの。従業員が頭痛及び嘔気を訴える。

3月28日 福井県 オキシ塩化リン ○ 0 0 1 0

主に難燃剤を生産している工場において、オキシ塩化リン
をローリーから貯蔵タンクへ荷降ろし中に荷降ろし量がタ
ンクの受入限界容量を超えたため、溢流したオキシ塩化リ
ンがタンクの通気配管から接続されていたスクラバー（内
部に水を通してガスの臭気等を洗浄する設備）に流入し、
スクラバー内部の水と反応して、急激に多量発生した塩化
水素ガスによりスクラバーが破裂し、漏えいに至ったも
の。

3月30日 東京都 硫化水素 ○ 0 0 0 0 道路側溝から硫化水素の臭気が発生したもの。

4月5日 東京都 一酸化炭素 ○ 0 0 3 0
ガス給湯器の不完全燃焼により一酸化炭素ガスが発生した
もの。

4月7日 神奈川県 トリクロロシラン ○ 1 0 1 0
トリクロロシランが他の物質と接触又は混合により化学反
応を起こし爆発したものと推定。

4月8日 東京都 一酸化炭素 ○ 0 0 7 0
ｹ-ｷ店厨房内において換気不良(換気扇作動不良)により従業
員7名が一酸化炭素中毒になったもの。

発生年月日 都道府県 毒劇物等の名称 事　故　の　概　要　及　び　原　因
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事故の区分 死 者 数 負傷者数

火災 漏えい その他 従事者 従事者

4月8日 東京都 一酸化炭素 ○ 0 0 1 0
解体工事中の建物､２階で作業中の男性が１階で稼動中の発
動発電機の排気ガスにより気分が悪くなったもの。

4月8日 東京都 一酸化炭素 ○ 0 0 2 0
1階飲食店厨房内において、調理器具の不完全燃焼により一
酸化炭素が発生したもの。

4月11日 東京都 塩素ガス ○ 0 0 0 0
鍍金工業所において、メッキ作業の工程中、次亜塩素酸ナ
トリウムの使用過多により塩素ガスが発生したもの。

4月20日 東京都 硫化水素 ○ 0 0 0 0 下水道の詰りにより硫化水素が発生したもの。

4月26日 東京都 塩酸 ○ 0 0 2 0
研究所において四塩化チタンを加熱実験中、空気中の水分
と反応し、気化した塩酸により目と喉を受傷したもの。

4月26日 東京都 塩酸 ○ 0 0 0 0
20ℓポリタンク入りの塩酸を積載したトラックが走行中、ポ
リタンクが荷台から落下し､容器が破損、路上に幅50㎝長さ
30mに渡り漏えいしたもの。

4月27日 京都府 一酸化炭素 ○ 0 0 0 0
共同住宅の室内で，給湯器の不完全燃焼により一酸化炭素
が発生したもの。

5月4日 神奈川県 リン化水素ガス ○ 0 0 0 0
リン化アルミニウムを主成分とする燻蒸剤の残渣物に未反
応のものが残っていたため、空気中の水分と反応しリン化
水素ガスが発生して自然発火したものと推定。

5月7日 東京都 塩素ガス ○ 0 0 0 0
工場内で空瓶の消毒液を製造する装置に誤って、次亜塩素
酸を塩素側の注入口に入れたため塩素ガスが発生したも
の。

5月7日 兵庫県 濃硫酸 ○ 0 0 0 0

事業停止中の工場敷地内で重機により解体作業をしていた
際、希釈タンクに接続されていた自動汲み上げ用のパイプ
を破損、同タンクの防液堤及び排水溝内に濃硫酸が約1㎥流
出したもの。

5月8日 千葉県 塩素 ○ 0 0 19 0
危険物製造所の塩素供給系を塩素に置換する操作中、塩素
蒸発器入口の除害塔行き脱圧弁を閉め忘れ、除害塔出口ベ
ントスタックより塩素が大気に漏えいしたもの。

5月9日 岩手県 アンモニア ○ 0 0 0 0

倒産し稼動していない水産物加工冷凍施設において、冷凍
設備配管バルブのパッキン不良のためアンモニアが漏えい
したもの。（室内での濃度を測定した結果、25ppmであっ
た。）

5月12日 東京都 アンモニアガス ○ 0 0 0 0
住宅の1階居室に設置されたワインク－ラ－の冷媒配管が亀
裂し､アンモニアガスが漏えいしたもの。

5月13日 岩手県 アンモニア ○ 0 0 0 0

倒産し稼動していない水産物加工冷凍施設において、冷凍
設備配管の腐食により再度アンモニアが漏えいしたもの。
（室内での濃度は500ppm異常と測定され、施設付近の畑の
作物が枯れている状況が確認された。）

5月13日 東京都 硫化水素 ○ 0 0 0 0
新堀通りの東側溝内に堆積したヘドロが雨水により拡散し､
硫化水素が飛散したもの。

5月14日 富山県 廃硫酸 ○ 0 0 0 0
タンクローリーから、濃度50％の廃硫酸を、15,000LのFRP
タンクに充填していた。充填終了間際にFRPタンクの底部が
損傷して、廃硫酸が漏えいしたもの。

5月16日 山口県 塩酸 ○ 0 0 1 0
塩酸（35%濃度）をタンクローリーへ荷受開始直後に充てん
用ホースが破損。塩酸を頭から浴び受傷したもの。

5月17日 神奈川県 アンモニア ○ 0 0 0 0
ワインセラーの冷媒の破裂により、アンモニアが漏えいし
たもの。

5月19日 兵庫県 硫化水素 ○ 0 0 0 0
側溝より、異臭がしていたもの。ガス検知器での測定値
は、3.5PPMの硫化水素を検知した。

5月21日 神奈川県 塩素 ○ 0 0 1 0
液体洗剤を複数混ぜ合わせて使用したため、有毒ガスが発
生したもの。

5月23日 東京都 塩素ガス ○ 0 0 1 0
洗剤容器を洗浄中に誤って塩素系薬品を混ぜたため塩素ガ
スが発生し、気分が悪くなったもの。

5月28日 島根県 硫化水素 ○ 0 0 0 0

ホテル建設時（数年前）地下ピット内に建築内装工事廃棄
物を投棄した。その後、平成18年の集中豪雨による浸水被
害で、その地下ピットに水や汚泥が入り込み溜まった状態
で下水化し、投棄された石膏ボードと水、汚泥が反応し大
量の硫化水素が発生したもの。

6月2日 東京都 塩素ガス ○ 0 0 1 0
住宅において浴室をカビ取り剤で清掃中、気分が悪くなっ
たもの。

6月6日 東京都 アンモニアガス ○ 0 0 0 0
住宅1階においてワインセラ－の冷媒管亀裂によりアンモニ
アガスが漏えいしたもの。

6月10日 長野県 クロルピクリン ○ 0 0 0 0

個人住宅の倉庫内で保管していたクロルピクリン（農業用
土壌消毒用）の容器が倒れたため薬品が漏出し、家人4人が
目の違和感を訴え救急要請した。現場到着後、家人に確認
したところ、救急搬送希望ではなく薬品の処理をしてもら
いたいとの内容であった。（不搬送）

6月21日 山口県
水酸化ナトリウム
(苛性ソーダ30%)

○ 0 0 0 0

水酸化ナトリウムタンクのドレンバルブが何らかの原因に
より開き、タンク内の水酸化ナトリウム30%溶液が防油堤内
に流れ出て（量は不明）雨水と混ざって溜まっていた。作
業員がそのことに気づかず、堤内の雨水を排水したため、
雨水混じりの水酸化ナトリウム溶液480Lが排水溝を経由し
て海へ流出したもの。

発生年月日 都道府県 毒劇物等の名称 事　故　の　概　要　及　び　原　因
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事故の区分 死 者 数 負傷者数

火災 漏えい その他 従事者 従事者

6月27日 茨城県 塩酸ガス ○ 0 0 0 0

第2TDI製造設備塩酸酸化工程の通常運転中、急冷塔（TC-
804A）クエンチャー入口上フランジ部（50A）から塩酸ガス
が漏えい、漏えい箇所を増し締めし、局所排気ダクトで応
急措置をしていたが、同フランジ部の下部にある80Aのフラ
ンジ部からさらに漏えいしたもの。原因については、急冷
塔（TC-804A）クエンチャー入口上フランジ部（50A）ガス
ケットの材質は、本来タンタルという耐酸性に優れたもの
を使用するところ、通常の金属ガスケットを使用したた
め、塩化水素と水が反応して生成された塩酸により内芯を
残し金属部分が腐食し、その部分から塩酸ガスが漏えいし
たもの。

7月2日 宮崎県 クロルピクリン ○ 0 0 0 0
自宅裏のハウスでクロルピクリン（農業用）が入った18L缶
が長年放置され腐食し漏えいしたもの。
処理にあっては、専門業者に依頼。

7月3日 東京都 一酸化炭素 ○ 0 0 2 0
中学校の1階給食調理室において作業中の給食員2名がガス
器具使用による一酸化炭素ガスにより気分が悪くなり救急
要請したもの。

7月7日 岡山県 硫酸(98%) ○ 0 0 0 0

配管T曲がり部の下流側で、構造上流動状態が変化する部位
であり、局所的な乱流が発生し、エコージョン・コロー
ジョンによって貫孔し漏えいに至ったもの。漏えいした硫
酸は雨水側溝から構内のガードベースンまで達し、更に放
流枡を超えて海域へと放流した。

7月11日 東京都 塩素ガス ○ 0 0 1 0
ホテル6階機械室において作業員がプ－ル用清澄剤のタンク
に次亜塩素酸ナトリウム溶液を間違えて投入したため塩素
ガスが発生したもの。

7月12日 大阪府 硫化水素 ○ 0 0 0 0

ゴムが焦げたような臭いがするとの申告に出場したもの。
工場内の伸線研究室においてステンレス伸線機に使用して
いる油がサーモスタットの故障により、異常過熱し、煙及
び異臭が発生しているのを確認、有毒ガス測定器で煙を測
定したところ、硫化水素が発生しているのを確認したも
の。尚、油成分に硫化水素が含まれていたもの。

7月13日 新潟県 アンモニア ○ 0 0 0 0
化学工場において、製造装置の高圧ガス配管が減肉により
破裂し漏えいしたもの。

7月15日 北海道 DMTP(メチダチオン) ○ 0 0 13 0 グランドで除草剤を散布したもの。

7月15日 東京都 塩酸 ○ 0 0 0 0
清掃工場において塩酸タンク(35％塩酸､貯蔵量2,500L)の移
送配管継ぎ手部分のネジが経年劣化により破断し､塩酸212L
が漏えいしたもの。

7月23日 秋田県 液化亜硫酸ガス ○ 0 0 1 0
液化亜硫酸ガスタンクの旧出荷戻り一次バルブ及び二次バ
ルブを工場内で耐圧試験中、バルブ内に残っていた液化亜
硫酸ガスを作業員が吸い込み、具合が悪くなったもの。

7月24日 青森県 塩酸 ○ 0 0 0 0
岩手県沿岸北部地震より、塩酸タンク（15KL）の配管が破
損し、塩酸約200Lが防液堤内へ流出したもの。

7月24日 岩手県 アンモニア ○ 0 0 0 0
倒産し稼動していない水産物加工冷凍施設において、7月24
日に発生した岩手県沿岸北部を震源とする地震により老朽
化したタンク施設から漏えいしたもの。

7月24日 東京都 塩化水素 ○ 0 0 1 0
研究所においてロウで封印された内容物不明の瓶を確認す
るため蓋に湯をかけたところ瓶が破裂し、中の薬品が飛
散、白煙が生じたもの。なお、薬品を浴びた１名が負傷。

7月25日 茨城県 塩酸 ○ 0 0 0 0

パトロール中の運転員が塩酸タンク付近から白煙を発見、
現場を確認したところ、塩酸ポンプのメカニカルシール部
から塩酸が漏えいしていたもの。原因については、運転員
が塩酸タンクの液位を確認した際、見えにくかったため塩
酸があると思い込み、ポンプを起動したため、ポンプの空
引きが発生、ポンプのメカニカルシール部が破損し、塩酸
が漏えいしたもの。

7月28日 滋賀県
フェノールホルマリン
(ホルムアルデヒド水

溶液)
○ 0 0 0 0

工場において、フェノール樹脂を製造の為フェノールとホ
ルマリンを合成昇温させたところ、配管の腐食部分が圧力
に耐え切れず破裂し、その衝撃で屋根が吹き飛んだため、
屋内外にフェノール樹脂（ほぼ完成品）が飛散したもの。

7月29日 大阪府 アンモニア ○ 0 0 0 0
工場内で圧力タンク検査中、アンモニアのタンクを誤って
開放したため漏えいしたもの。

7月30日 神奈川県 塩素ガス ○ 0 0 0 0
次亜塩素酸ナトリウムを補充する際に、誤ってポリ塩化ア
ルミニウムを補充し混合した結果、塩素ガスが発生したも
の。

7月31日 山口県 塩酸(35%) ○ 0 0 0 0

塩酸貯蔵タンク（貯蔵容量3.4㎥）の液面計下部元弁を塗装
作業中、作業員がバランスを崩し液面計を掴んだ際に液面
計のガラス管が破損して塩酸約15㏄が漏えいしたもの。施
設外への流出及び負傷者の発生なし。

8月8日 東京都 一酸化炭素 ○ 0 0 0 0
精工所の作業所内においてポリタンクに入っていた約18Lの
廃油をドラム缶に移し替えたところ何らかの化学反応によ
り一酸化炭素が発生したもの。

8月8日 東京都 一酸化炭素 ○ 0 0 2 0
遊技場地下1階でｽﾁ-ﾑ洗浄機で清掃中の作業員2名が換気不
良により一酸化炭素中毒となり倒れたもの。

発生年月日 都道府県 毒劇物等の名称 事　故　の　概　要　及　び　原　因

 
 
 
 
 



 

 19 

 
 

事故の区分 死 者 数 負傷者数

火災 漏えい その他 従事者 従事者

8月9日 福島県 ホスゲン ○ 0 0 17 0

危険物施設(製造所）において、職員が誤って本来開くこと
のないホスゲン配管のバルブを開放したことにより、無害
化する除害施設に大量のホスゲンが吸入された為に、ホス
ゲンガスが配管を逆流し、反応室の機器から漏えいし大気
へ放出されたもの。

8月9日 東京都 硫化水素 ○ 0 0 0 0 汚水マンホ－ルから硫化水素が発生したもの。

8月12日 東京都 メタクリル酸 ○ 0 0 1 0

貨物タ－ミナル駅ホ－ムにおいて貨物列車の台車上のISOコ
ンテナ･液体搬送専用タンク(メタクリル酸20,000L)のドレ
ンパイプよりメタクリル酸若干がオ－バ－フロ－したも
の。

8月20日 東京都 アンモニアガス ○ 0 0 0 0
事務所の2階給湯室に設置された冷蔵庫の冷媒装置からアン
モニアガスが漏れたもの。

8月29日 長野県
水酸化ナトリウム
（苛性ソーダ）

○ 0 0 0 0

25％水酸化ナトリウム水溶液（別名：苛性ソーダ）20kg1缶
が運搬中のトラックの荷台から落下し、後続の車両により
引きずられ容器が破損し内容物が道路上に流出したもの。
（注水処理実施）

8月31日 神奈川県 一酸化炭素 ○ 0 0 0 0
給湯器の不完全燃焼により一酸化炭素が天井裏に滞留した
もの。

9月2日 北海道 濃硫酸 ○ 0 0 0 0
濃硫酸タンクのブロー配管部分から防油堤内に漏えいした
もの。フランジ部分の配管劣化が原因。

9月2日 東京都 アンモニアガス ○ 0 0 0 0
住宅１階居室内のワインセラ－配管からアンモニアガスが
漏えいしたもの。

9月3日 茨城県
混合ガス

（塩化水素及びプロピ
レン）

○ 0 0 0 0

パトロール中の運転員が№1アリルクロライド設備の塩酸吸
収塔付近から塩化水素らしき白煙を発見、現場を確認した
ところ塩化水素とプロピレンの混合ガスが漏えいしていた
もの。原因については、塩酸吸収塔の内部のFRPライニング
が破れ、本体SB410が腐食したことにより穴が開き、塩化水
素とプロピレンの混合ガスが漏えいしたもの。

9月7日 三重県 一酸化炭素 ○ 2 0 0 0
工業用水道送水管の布設替工事として、2名の作業員が送水
管内で作業中に事故が発生したもの。

9月10日 東京都 塩素ガス ○ 0 0 1 0
プ－ルの機械室において濾過機の点検中､塩素系臭気により
具合が悪くなったもの。

9月12日 愛知県 苛性ソーダ ○ 0 0 3 0

公道を走行していた車両から、エバラユージライトE-
724(苛性ソーダ含有量10％～12％)20kg入りの袋が１袋落
下、散乱したもの。現場にいた警察官3名(眼球の軽度の炎
症)を病院に搬送したもの。

9月12日 高知県 クロルピクリン ○ 0 0 0 0
平成11年頃に早堀芋の土壌消毒として使用していたクロル
ピクリン容器（残量約5L入）を倉庫に保管、容器の劣化破
損により倉庫内に漏えいしたもの。

9月14日 香川県 アンモニア ○ 0 0 0 0
冷蔵会社のアンモニアタンクのバルブが破損し、アンモニ
アが周辺に漏えいしたもの。

9月16日 北海道 アンモニア ○ 0 0 1 0
アンモニア水をタンクで積載したトラックが駐車場に停車
させた際、タンク下部から漏えいを発見したもの。払出配
管接合部の劣化が原因。

9月16日 東京都 一酸化炭素 ○ 0 0 3 0
飲食店(焼肉店)において､開店準備のため木炭に火をおこし
た際、一酸化炭素が発生し､従業員が手足の痺れと頭痛を訴
えたもの。

9月18日 佐賀県 塩化水素 ○ 0 0 1 0

温泉施設において、従業員が露天風呂の清掃中、浴槽に次
亜塩素酸ナトリウムを散布後、塩酸を散布したため、塩素
ガスが発生し、1名が喉の痛みを訴え病院で治療を受けたも
の。

9月22日 岡山県 塩素 ○ 0 0 0 0
廃棄物回収業者が酸素ガスと思い、バルブを開いたが、バ
ルブが閉まらなくなったもの。

9月24日 千葉県 アンモニア ○ 0 0 0 0
水産加工業にて魚の保存のため使用中の冷蔵庫の配管が腐
食していたため、配管部分から冷媒（アンモニア）が漏
れ、周囲の住宅に異臭が漂ったもの。

9月25日 群馬県
オキシ塩化リン

(塩化ホスホリル)
○ 0 0 1 0

半導体製造に係る機械のメンテナンス作業中、何らかの影
響によりオキシ塩化リンの容器が破損し漏えいしたもの。
なお、オキシ塩化リンの気化した蒸気により受傷した従業
員１名が負傷したもの。

9月26日 岩手県 アンモニア ○ 0 0 0 0
倒産し稼動していない水産物加工冷凍施設において、タン
クのバルブが何らかの原因で開放し、タンク及び配管から
アンモニアが漏えいしたもの。

10月6日 東京都 硫化水素 ○ 0 0 0 0
路上マンホ－ルから硫化水素が発生し、付近に臭気が漂っ
たもの。

10月7日 東京都 塩素ガス ○ 0 0 1 0
共同住宅5階トイレ内において清掃中、酸性洗浄剤とアルカ
リ性洗剤を誤って混ぜ、微量の塩素ガスが発生したもの。

10月9日 東京都 硫化水素 ○ 0 0 0 0 側溝及び下水道から異臭が発生したもの。
10月10日 東京都 塩素ガス ○ 0 0 1 0 清掃中、漂白剤と洗剤を混合し、具合が悪くなったもの。

10月14日 広島県 硫化水素 ○ 0 0 2 0
マンションの一室で、ベッド横に置いてあったベットボト
ルから硫化水素が発生し2名が負傷したもの。なお第三者が
硫化水素を発生させた。

10月17日 福岡県 塩素 ○ 0 0 2 1 清掃作業中、洗剤を謝って混ぜあわせたもの。

発生年月日 都道府県 毒劇物等の名称 事　故　の　概　要　及　び　原　因
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10月18日 京都府
クロロピクリン

（クロルピクルン）
○ 0 0 11 0

午前8時頃から午後4時頃にかけ、国営農地18haの葉たばこ
栽培予定地に、土壌消毒のためｸﾛﾛﾋﾟｸﾘﾝ約243kgﾑを土中に
注入する。ｼｰﾄ被覆は実施していない。気化したｸﾛﾛﾋﾟｸﾘﾝｶﾞ
ｽが周囲に拡散、付近の民家にも拡散し居住中の住民が強い
刺激臭と共に目鼻に強い刺激と嘔吐を訴え避難したが、そ
のうち11名が救急搬送されたもの。

10月19日 東京都 アンモニアガス ○ 0 0 1 0
事務所併用住宅2階居室に設置してあるワインセラ－の冷却
パイプが腐食し､冷媒アンモニアが漏えいしたもの。

10月29日 北海道 水酸化ナトリウム ○ 0 0 0 0
食品加工工場内での取扱中に左手及び大腿部に付着し、化
学熱傷をしたもの。

10月30日 東京都 一酸化炭素 ○ 0 0 1 0
住宅1階居室内においてファンヒ－タ－の不完全燃焼により
一酸化炭素中毒となったもの。

10月30日 高知県 アンモニア ○ 0 0 0 0
資材置き場で掘削作業中に，地中より出てきた100㎏ボンベ
の内容物を出すために電気ドリルで穴を開けたところ，ア
ンモニアが噴出したもの。

10月30日 鹿児島県 塩素（推定） ○ 0 0 8 0
清掃員が医院内の洗面室を清掃中，トイレ用ハイターが少
量残っていた容器にサンポールを移しかえたところ容器か
ら泡が噴出し異臭が発生して，8 名が負傷したもの。

11月2日 東京都 アンモニアガス ○ 0 0 1 0
駅ビル1階の飲食店において小型冷蔵庫の配管から冷媒アン
モニアが漏えいしたもの。

11月6日 愛知県 アンモニア ○ 0 0 0 0
薬品倉庫内でアンモニア３５０ｍｌ瓶を誤って落とし、
割ったもの。

11月8日 栃木県 硫化水素 ○ 0 0 0 0

金属熱処理加工工場（危険物一般取扱所）内のコーベット
予熱槽の温度調整機能不良による異常加熱継続により処理
剤（チオシアン酸ナトリウム及びチオシアン酸カリウムの
粉）の化学反応がおこり、硫化水素が発生し加熱温度が発
火点以上になり出火したもの。

11月8日 東京都 塩素ガス ○ 0 0 14 0
食品工場2階において滅菌装置の原液タンク(次亜塩素酸ナ
トリウム)に塩酸を誤って投入し､塩素ガスが発生したも
の。

11月9日 東京都 一酸化炭素 ○ 0 0 4 0
住宅居室内で暖房用練炭を使用中、一酸化炭素中毒となっ
たもの。

11月11日 山形県 塩素ガス ○ 0 0 19 0

スイミングスクール機械室において、ケミカルタンク(ポリ
塩化アルミニウム100%溶液)に誤って次亜塩素酸ナトリウム
12%溶液を入れたため、塩素ガスが発生し、その一部が生徒
83名がスイミング中の屋内プールに流れ込んだもの。

11月11日 東京都 硫化水素 ○ 0 0 0 0
排水管の防臭リングが破損し､側溝に汚水が流れ込んで硫黄
臭を発生したもの。

11月13日 東京都 塩素ガス ○ 0 0 1 0
住宅の台所において尿瓶を洗う際にﾄｲﾚ洗剤と漂白剤を混ぜ
たため塩素ガスが発生したもの。

11月15日 福島県 ホスゲン ○ 0 0 0 0

ホスゲン合成施設において、ホスゲンを液化させる冷凍機
の温度が通常の-30℃より高い-15℃であったため、液化し
なかったホスゲンガスが無害化する除害施設に許容範囲を
超えて送られた為に、除害しきれなかったホスゲンガスが
大気に放出されたもの。

11月19日 埼玉県 クロルピクリン ○ 0 0 1 0
乗用草刈機で作業中、放置してあった一斗缶（クロルピク
リン）を踏み破損、気化したクロルピクリンを吸い込んだ
もの。

11月22日 山口県 発煙硫酸 ○ 0 0 0 0

船舶から発煙硫酸タンクに発煙硫酸を受け入れていたとこ
ろ、当該タンクの排ガス配管内に硫酸鉄系化合物が固形化
付着し、配管が閉塞され、タンク内部に圧力がかかったた
め、タンク天板の一部が破損（放爆）し、無水硫酸ガス
（ＳＯ3）が大気中に放出されたもの。

11月24日 東京都 硫化水素 ○ 0 0 0 0 路上側溝マンホ－ルから硫黄臭通報があったもの。

11月25日 神奈川県
液体苛性ソーダ

(25%)
○ 0 0 0 0

23日に、会社職員により、配管修理を行ない、その際フラ
ンジ部分を強く締めすぎパッキンが損傷、24日に、雨によ
り雨水枡より農業用水路に流れ込んだもの。

11月29日 東京都 過酸化水素 ○ 0 0 0 0
研究所実験室において性能実験に使用した半導体洗浄液の
廃液をポリタンク(18L)に一時貯蔵していたところ膨張破裂
し、廃液が流出したもの。

12月4日 東京都 シアン化水素 ○ 0 0 1 0
メッキ工場においてメッキを剥がす作業中に発生したガス
を吸引し､具合が悪くなったもの。

12月6日 佐賀県 一酸化炭素 ○ 0 0 4 0
暖房器具（ファンヒーター）の不完全燃焼が原因で、家族4
名が、次々と嘔吐、嘔気、ふらつき等の症状を訴え、救急
車要請があったもの。

12月9日 東京都 アンモニアガス ○ 0 0 3 0
ホテル6階客室において小型冷蔵庫から冷媒アンモニアガス
が漏えいしたもの。

12月17日 北海道 一酸化炭素 ○ 0 0 3 0 灯油ストーブの不完全燃焼によるもの。

12月17日 愛知県

ＶＯＣガス
（ホルムアルデヒド、
メタノール及びトルエ

ンのガス含有）

○ 0 0 0 0

直燃式ＶＯＣ処理装置内で爆発が発生し、緊急排気口から
噴出した火炎により設備の一部を焼損したもの。
直燃式ＶＯＣ処理装置内部のミストセパレーターのフィル
ターに付着した液体が、一時的な風量の変化により霧状に
なり、その際に発生した静電気により周囲の可燃物に着火
したものと推定。

発生年月日 都道府県 毒劇物等の名称 事　故　の　概　要　及　び　原　因
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事故の区分 死 者 数 負傷者数

火災 漏えい その他 従事者 従事者

12月22日 山口県 塩酸(35%) ○ 0 0 1 0

塩酸貯蔵タンク（貯蔵容量3.4㎥）の液面計ブロー弁下部に
ブロー用ホース接続口を取付作業中にシールテープを剥が
した際、管内に貯留していた少量の塩酸が顔面に飛散、こ
の後ブロー弁を誤って開放したため更に塩酸が約30L漏えい
したもの。作業員1名が顔面・左下肢に化学熱傷を負う。施
設外への流出なし。

12月24日 埼玉県
シアン化ナトリウム
40%、水酸化ナトリウ

ム30%、亜鉛10%
○ 0 0 1 0 メッキ工場内で溶液の水槽に誤って転落したもの。

12月24日 岡山県 クロールピクリン ○ 0 0 2 0
竹工芸の従業員が倉庫を掃除していて、ビンを転倒させ内
容物であるクロールピクリンを漏えいさせたもの。従業員2
名が目を負傷した。

発生年月日 都道府県 毒劇物等の名称 事　故　の　概　要　及　び　原　因
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